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【背景】始原的な隕石であるコンドライトのマトリックスは、太陽系形成時または太陽

系以前に形成された微粒子により構成されている[1]。マトリックスを構成する粒子の一

部は隕石形成時の変成を免れており、元素の起源や太陽系までの粒子の輸送過程などの

宇宙化学的な情報を提供することができる[2,3]。これらの粒子から情報を引き出すにあ

たっては、粒子個別の元素同位体分析と高速分析が不可欠である。本研究では、コンド

ライトのマトリックス中の微粒子を網羅的に分析する方法として ICP質量分析法（ICP-

MS）に着目し、マトリックス中の微粒子個別の元素分析、同位体分析を行った。 

【実験】分析に際して、隕石試料から液中レーザーアブレーション法（LAL法）[4]によ

り微粒子のサンプリングを行った。マトリックス中微粒子の元素分析には飛行時間型

ICP-MS（ICP-TOF-MS）を、同位体分析には高時間分解能多重検出器型 ICP-MS（HTR-

MC-ICP-MS）[5,6]を用いた。試料には代表的な炭素質コンドライトである Allende隕石

と、Allende隕石と同じ CV3でより還元的な環境で形成されたとされる NWA7865を用

いた。 

【結果】マトリックス中微粒子の元素分析データから、マトリックスを構成する鉱物種

とその割合の推定を行い、カンラン石および輝石が主要であることがわかった。また、

ペントランダイト、スピネルなどの鉱物も見られた。これらの鉱物は先行研究の報告と

調和的であった。一方でマイナー成分として難揮発性元素（Ni, Os, Pt）に濃集した金属

微粒子も見出された。これらの難揮発性金属粒子では、３元素が互いに独立して粒子中

に存在しており、合金をほとんど作らないことがわかった。さらに、同位体分析では Pt

に着目した分析を行い、太陽系と同位体比と有意に異なる同位体比を持つ粒子は検出さ

れなかった。本発表では、分析手法と結果の詳細を紹介するとともに、コンドライトマ

トリックス中の微粒子の形成過程について議論する。 
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